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産業廃棄物処理業者に対する行政処分を実施しました 

 

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45 年法律第 137 号。以下「法」という。）

に基づき、岡山県備前県民局において産業廃棄物処理業者に対する行政処分を次のとおり

行いましたので、お知らせします。 

 

記 

１ 被処分者 

  (1) 住 所  岡山県加賀郡吉備中央町上竹字ヨコヒラシリ 5682 番地１ 

  (2) 名 称  岡山北エバーグリーン株式会社 代表取締役 柴本
しばもと

 雄一
ゆういち

 

 

２ 処分内容 

    産業廃棄物処分業の許可の取消し 

  産業廃棄物処理施設の設置許可の取消し 

 

３  処分年月日 

   令和７年８月７日 

 

４  処分理由 

令和７年２月 10 日から同年３月７日までの間、本県職員が、法第 19 条第１項の規定

により、被処分者の安定型産業廃棄物最終処分場（許可番号第１-(14－ロ)-５号）に立

入検査を行い、同年３月７日、被処分者が浸透水（処分場内の廃棄物層を通過した水）

の排出の方法（排出口の位置及び排出先）を変更していることを確認した。 

このことは、法第 15 条の２の６第１項に違反（産業廃棄物処理施設の無許可変更）

しており、法第 14 条の３の２第１項第５号の産業廃棄物処理業の許可の取消事由及び

法第 15 条の３第１項第２号の産業廃棄物処理施設の許可の取消事由に該当するに至っ

たため。 

 

  



５  許可の状況 

(1) 産業廃棄物処分業（許可番号 第 03330187991 号） 

 ア 許可年月日 令和３年８月 20 日 

 イ 許可の有効年月日 令和８年８月１日 

 ウ 事業の区分 最終処分（埋立） 

 エ 取り扱う産業廃棄物の種類 廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ガラスく

ず等、がれき類 以上５種類 

(2) 産業廃棄物処理施設（許可番号 第１－（14－ロ）－５号） 

 ア 施設の種類 安定型産業廃棄物最終処分場 

 イ 許可年月日 平成 27 年３月 25 日 

 ウ 設 置 場 所 加賀郡吉備中央町上竹字笠ケ谷 6536 番１外３筆 

 エ 処 理 能 力 埋立面積 28,500ｍ２、埋立容量 537,870ｍ３ 

 オ 取り扱う産業廃棄物の種類 (1)エと同じ。 

 

６  経緯等（処分理由の補足） 

(1) 令和７年２月の県による立入検査で、県の許可を受けた設置計画の配管とは異なる

配管が確認された。 

被処分者に聴取したところ、浸透水の水質がこれまでと比較して悪化していること

を従業員が覚知し、この水質の悪化を隠蔽するため、許可を受けた配管とは別の配管

を設置する工事を行い、浸透水を事業場敷地内に地下浸透させていたとの報告があっ

た。 

一方で、許可を受けた配管には、浸透水を、許可を受けた排水経路どおりに放流し

ていることを装うために、近くの沢水を流入させる配管も設置していた。 

(2) 法では、最終処分場の排水の排出方法（排出口の位置及び排出先を含む。）を変更

しようとするときは、県の許可を受けなければならないとされているが、今回の工事

は無許可で行われていた。 

(3) なお、現在は、許可を受けた設置計画どおりに浸透水が放流されており、県で行っ

ている周辺河川の水質検査でも影響は確認されていない。 
 
【模式図】 
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